
●週休２日の実施についてお教えください

Ｑ１

知っている 知らない

●当該工事の特性についてお教えください

Ｑ２当該工事は週休２日の実施に適していましたか。該当する項目を◯で囲んでください。

適していた 適していなかった

その理由をお教えください。

Ｑ３当該工事の工期の設定は妥当でしたか。該当する項目を◯で囲んでください。

妥当であった 妥当ではなかった

Ｑ４

当初工期 令和　　年　月　日　～　令和　　年　　月　　日

週休２日試行工事に係るアンケート調査票

□　達成した □　達成できなかった

工事名

工事番号

変更工期

受注者名

令和　　年　月　日　～　令和　　年　　月　　日

工期変更理由

□　達成できなかった

当初請負代金額

変更請負代金額

工事概要

通期の週休２日

週単位の週休２日 □　達成した

□　達成した □　達成できなかった月単位の週休２日

平成３０年７月６日に働き方改革を推進するための関係法律の整備に関する法律（働き方改革関連

法）が公布され、建設業においては５年の猶予期間後、令和６年４月１日から適用されています。

これにより法定労働時間である週４０時間を超える時間外労働の上限規制（４５時間/月かつ３６０

時間/年）を超える場合、雇用主に懲役又は罰金が課されることになります。

このことをご存じでしょうか。該当する項目を◯で囲んでください。

通期の週休２日が達成できなかった方に伺います。

できなかった原因をお教えください。

発

注

者

が

記

入
該当する方の□を■にしてください。

様式A

『週単位の週休２日』：対象期間の全ての週において、１週間に２日以上の現場閉所を行ったと認められる状態

『月単位の週休２日』：対象期間の全ての月において、月の現場閉所率が28.5%以上（暦上の土日の日数以上）と認められる状態

『通期の週休２日』：対象期間において、４週８休以上の現場閉所（現場閉所率が28.5%以上）を行ったと認められる状態



Ｑ５

休暇を取得できた 休暇を取得していない

休暇を取得できた 休暇を取得していない

休暇を取得できた 休暇を取得していない

●今後の週休２日試行工事の展開についてご意見をお願いします

Ｑ６

月単位の週休２日に取り組む

その理由をお教えください。

Ｑ７

取り組む 取り組まない

●その他

Ｑ８

質問は以上です。アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。

土曜日及び日曜日を現場閉所とした週休２日工事を施工した場合、その実施に取り組みますか。該

当する項目を○で囲んでください。

●週休２日の実施に関し、当該現場閉所時における配置技術者の状況をお教えください

週休２日を達成できた方に伺います。

試行工事における週休２日の実施は、現場閉所の達成状況としています。当該現場閉所時におい

て、当該工事の現場代理人、主任技術者、監理技術者は休暇を取得できましたか。該当する項目を

◯で囲んでください。

　　現場代理人

　　主任技術者

公共工事において週休２日を実施するに当たっての課題・ご意見・ご要望等がございましたら下記

に記載してください。

週単位の週休２日に取り組む

　　監理技術者
（配置されていれば）

今後も週休２日試行工事を受注した場合、週休２日の実施に取り組みますか。該当する項目を◯で

囲んでください。

通期の週休２日に取り組む


